


















〒860-8556熊本市本荘 1-1 -1 
要旨:わが国では、学術審議会建議「大学図書館の電子図書館的機能の充実・強化についてJ(平
成8年 7月 29日)を契機として、文部省により 6大学に先導的電子図書館プロジェクトが開始さ
れ、大学図書館の活性化が促進された。新たな学術情報コミュニケーションの方法を模索し、多様
な提案と活発な議論が世界的に展開されており、大学図書館の未来を再度考えてみる必要がある。
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Abstract: This article describes about the role of libraries related to recent crucial debates 
on how our scholarly communications infrastructure should be reconfigured to take maximal 
advantage of electronic resources> and about newly evolving information technologies leading 
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(平成 8年 7月 29日)を契機として、文部
省により 6大学に先導的電子図書館プロジェ
クトが開始された。これらの電子図書館プロ
ジェクトでは、図書館資料の電子化とその情
報発信を機軸としていたが、学術的な情報を
54 
組織的に電子的に出版するという領域にまで
は踏み込めていないのは残念である。
4. 3. 研究回教育活動の支援者として
日米の大学図書館を比較してみると、図書館
内に情報の専門家集団を抱え、自らの情報シス
テムを構築している米国の大学図書館は、その
ような集団を抱えていない日本の大学図書館に
対して、圧倒的に有利な立場にあると感じられ
る。日本では図書館の情報化は企業が提供する
製品に依存し、これは図書館が獲得する予算額
に直接的に関連しているともいえる口この限ら
れた人的資源と予算の制約を改善すべく、学内
の情報センターとの関係を深める大学図書館も
相次いでいるが、その結果がどうなるかの判断
はまだつかないと感じられる。個人的には、日
本においても、図書館内に人的な資源を確保す
ることが必要であると考えている。
大学図書館の役割は、大学における研究・教育
活動の支援であることは間違いなく、この支援
をそれぞれの大学図書館がその特色を活かしな
がら、どう展開するかという点が今後の課題で
ある。基本的なポイントとして、平凡ではある
が以下の 2点が重要ではなしゅュと考えている。
研究図書館として、研究者との連携をより
深める活動を展開する。
教育図書館として、学生の学習を支援でき
る情報環境を整備し提供する。
研究者とのコラボレーション無しには、図書
館に必要な資源(予算、設備、情報、知恵)は
配分されはしないであろう。また、入館者の大
部分を占める学生への対応を真剣に考えなけれ
ば、図書館はただの倉庫になってしまうであろ
う。大学図書館が英知を集めて発展し、将来再
び「知の墓場」と呼ばれないことを願うもので
ある。
